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　前号に引き続き，近未来のマイクロプロセッサアーキ
テクチャ技術について解説する．
　高いスループットを得ることを主な目的として発展し
たマイクロプロセッサであったが，省電力や信頼性・安
全性とのかねあいが重要になってきた．
　省電力は，モバイル機器や組み込み機器においてはバ
ッテリ消費時間をのばすために，サーバやデスクトップ
PCにおいてはチップの安定動作のために，重要となって
いる．ここでは，動作時の電力対策とリーク電力対策に分
けて，それぞれ回路・デバイス技術とアーキテクチャ技術
の両面からこの問題にどうアプローチするかを述べる．
　マイクロプロセッサは，正しく安全にプログラムを実
行しなくてはならない．ディペンダブルプロセッサやセ
キュアプロセッサの重要度が急速に増しているのは，イ
ンターネットの発達とともに社会のマイクロプロセッサ
への依存度があがり，悪意の第三者が急増していること
と無関係ではない．本号では，多重化による信頼性の向
上，外部アタックからの実行データや制御の保護につい
て述べる．
　前号を含め，これらアーキテクチャ技術の発展ととも
に，命令セットアーキテクチャとマイクロアーキテクチ
ャの乖離が見られるようになった．このギャップを合理

的に埋める方式，ギャップがあることを利用して最適化
や高信頼化を得る方式について今回報告する．
　さらに，当然のことながら，コンパイラ，OSとアー
キテクチャは密接な関係にある．ここでは，ソフトウェ
アとアーキテクチャの関係について現在の視点から検討
する．
　以上，基盤技術と新しいデザインバランスについて
の報告・解説を行った後，実例を述べる．今回は，Sun 

Microsystemsの Niagara，SONY／東芝／ IBMの Cell，
ルネサスの SH/R32，NECの DRPをとりあげる．Intel

については，Many-Coreを執筆いただける予定で先方
も熱心に進めていただいていたが，現時点で公開してよ
い技術内容が十分なものではないとの理由で，今回は見
送らざるを得なかった．大変残念であるが，公開可能に
なったところで，本誌への掲載を改めてお願いしたいと
考えている．
　執筆者の方々には，ご多用の中，また所属企業の制約
がある中を，最大限の努力をしていただいた．また，前
号に引き続き，本特集の編集にあたって，和田英一編集
長，事務局綿谷氏，後路氏には多大なご尽力・ご協力を
いただいた．心から感謝申し上げる次第である．

（平成 17年 9月 28日）
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